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県
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学
校
新
聞 

 
 

 
浜
水
便
り 

４
月
９
日
（
金
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
で
、
新
入
生
、
保
護
者
、
教

職
員
の
み
で
令
和
３
年
度
入
学
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
本
科
生
４１
名
（
海
洋
技

術
科
２９
名
、
食
品
流
通
科
１２
名
）
と
専
攻
科
生
９
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
教

職
員
や
保
護
者
の
皆
様
の
祝
福
を
受
け
、
新
入
生
は
本
校
で
新
た
な
高
校
生
活
の
ス
タ
ー

ト
に
な
り
ま
し
た
。 

令和 3年 
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や
わ
ら
か
な
日
差
し
、
そ
し
て
穏
や
か
に
吹
き
寄
せ
る
潮
風
に
、
春
の
息
吹
を
感
じ
ら
れ
る
今
日
の
佳
き
日
に
、
保
護
者
の
皆
様
の
ご

列
席
の
も
と
、「
令
和
三
年
度
入
学
式
」
を
挙
行
で
き
ま
す
こ
と
は
、
こ
の
上
の
な
い
喜
び
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

海
洋
技
術
科
２９
名
、
食
品
流
通
科
１２
名
、
専
攻
科
漁
業
科
５
名
、
専
攻
科
機
関
科
４
名
の
皆
さ
ん
、
入
学
お
め
で
と
う
。 

 

今
日
ま
で
深
い
愛
情
を
も
っ
て
慈
し
み
育
ん
で
こ
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
様
、
本
日
は
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

本
科
三
年
間
、
専
攻
科
で
の
二
年
間
、
皆
さ
ん
は
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送
り
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
己
実

現
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
本
日
の
こ
の
喜
び
は
、
皆
さ
ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
結
果
で
あ
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
ま
で
熱
心
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
中
学
校
の
先
生
方
や
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
気
遣
い
な
が
ら
、
陰
で
辛
抱
強
く
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

ご
家
族
の
優
し
い
は
げ
ま
し
の
賜
で
あ
る
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

さ
て
、
本
校
は
昭
和
２３
年
の
開
校
以
来
、
地
元
浜
田
、
島
根
県
は
も
と
よ
り
、
日
本
の
水
産
・
海
運
産
業
を
支
え
る
有
能
な
人
材
を
世

に
送
り
続
け
て
い
ま
す
。
今
年
度
７４
年
目
を
迎
え
る
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
学
校
で
あ
り
ま
す
。 

 

地
域
産
業
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
職
業
人
を
育
成
す
る
と
い
う
本
校
の
役
割
を
踏
ま
え
、
産
業
界
と
高
等
学
校
が
一
体
と
な
っ
た

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
・
学
校
」
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
社
会
や
産
業
界
と
連
携
・
協
働
し
た
教
育
活
動
を
進
め
る
こ
と

で
、
地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
心
豊
か
な
職
業
人
の
育
成
を
し
て
お
り
ま
す
。 

入
学
に
あ
た
り
本
科
生
の
皆
さ
ん
に
、
本
校
の
校
訓
で
あ
る
「
自
律
」、「
敬
愛
」、「
進
取
」
の
言
葉
を
送
り
ま
す
。 

 

「
自
律
」
と
は
、
物
事
を
し
っ
か
り
見
極
め
て
、
自
分
の
行
動
を
正
し
い
方
向
へ
と
導
く
心
の
こ
と
で
す
。
将
来
の
目
標
を
持
ち
、
そ

の
実
現
に
向
け
て
、
し
っ
か
り
と
自
分
の
進
む
道
を
決
め
て
、
高
校
生
活
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

次
に
、「
敬
愛
」
と
は
、
友
達
同
士
、
あ
る
い
は
生
徒
と
教
職
員
、
地
域
の
方
と
自
分
と
い
っ
た
関
係
の
中
で
、
お
互
い
に
相
手
の
こ
と

を
敬
い
、
思
い
や
り
の
心
と
規
範
意
識
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
互
い
に
支
え
合
い
、
高
め
あ
い
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
周
り
の
人
を
大
切
に
す
れ
ば
、
自
分
も
周
り
か
ら
大
切
に
さ
れ
ま
す
し
、
周
り
か
ら
信
頼
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

 

三
番
目
の
「
進
取
」
と
は
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
こ
と
で
す
。
現
在
コ
ロ
ナ
禍
で
、
将
来

の
姿
も
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
企
業
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
自
ら
が
未
来
を
切
り
開
い
て
、
時
代
に

対
応
す
る
実
践
力
で
あ
り
ま
す
。
本
校
で
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
身
に
つ
け
、
力
を
養
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

学
校
生
活
は
集
団
生
活
で
す
。
そ
の
中
で
、
自
分
自
身
を
磨
き
、
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
爽
や
か
な
挨
拶
や
、
端
正
な
身

だ
し
な
み
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
で
き
る
だ
け
早
く
学
校
の
中
に
自
分
の
居
場
所

を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
学
校
は
何
よ
り
も
安
全
で
安
心
で
き
る
場
所
で
在
り
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
思
う
存
分
、
自
分

の
「
夢
」
を
追
い
か
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

さ
て
、
本
科
に
続
き
上
級
海
技
士
と
な
る
べ
く
入
学
し
た
、
九
名
の
専
攻
科
生
の
皆
さ
ん
、
航
海
士
・
機
関
士
と
そ
れ
ぞ
れ
目
指
す
道

は
異
な
り
ま
す
が
、
目
標
は
た
だ
一
つ
、
こ
れ
か
ら
の
二
年
間
に
お
け
る
乗
船
実
習
お
よ
び
専
門
教
科
の
勉
学
に
励
む
こ
と
で
、
自
分
達

が
将
来
、
船
舶
職
員
に
な
っ
た
時
に
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ
う
、
船
員
に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
を
十
分
に
身
に
付
け
て
く
だ
さ
い
。 

 

そ
れ
で
は
、
皆
さ
ん
の
努
力
と
活
躍
を
期
待
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
し
ま
す
。 

 

 

 

学校長あいさつ 

「 

祝 

入 

学 

」 
 

校 

長 
 

福 

井 

文 

生 
 

～ ご 入 学 お め で と う ご ざ い ま す ～  

新入生代表宣誓 令和３年度の新入生 

新入生入場 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１２日（月）体育館において「令和３年度対面式」を行いました。 

式では、２・３年生を代表して生徒会長の下野さん（K３）が「本日 41 名の新入生

を迎え嬉しい気持ちでいっぱいです。新入生のみなさんは、新しい高校生活で不安もた

くさんあると思います。わからないことは気軽に話しかけてくれれば優しく教えますの

で一日も早く学校生活に慣れて、みんなで楽しい高校生活を送りましょう」と歓迎のこ

とばを述べ、新入生代表の河野さん（S１）が「私たち新入生は浜田水産高校での生活

については、何一つわかりません。また、どのような勉強をするのかもわかりません。

このように右も左もわからない私たちですので、先輩方の支えなしではやっていけない

と思います。わからないことがあれば、遠慮なくお聞きしたいと思いますので、そのと

きは気軽に教えていただけたら嬉しいです。どうか先輩方、私たちを力強く引っ張って

くださるようお願いします。また、私たちも新しい生活に一日でも早く慣れ、水高の一

員として頑張りたいと思います」とあいさつをしました。 

島根県立浜田水産高等学校 

〒697-0051 浜田市瀬戸ヶ島町 25-3 

TEL 0855-22-3098  FAX 0855-23-4811 

https://hamasui.ed.jp/ Email:hamadasuisan-hs@edu.pref.shimane.jp 

３日（月） 憲法記念日 

４日（火） みどりの日 

５日（水） こどもの日 

８日（土） PTA 総会 

１０日（月） ５／８振替休日 

１１日（火） K３あわしま実習（1４日まで） 

１２日（水） 尿検査② 

１３日（木） 内科検診②（K2,K1,S1） 

１７日（月） 結核検査１年生 

１８日（火） 神海丸浜田入港  

１９日（水） 中間試験（２１日まで） 

２１日（金） 神海丸浜田出港 

２２日（土） 英検①一次 

２４日（月） 生徒総会① 

２５日（火） 耳鼻科検診 

２６日（水） 壮行式① 

２８日（金） 神海丸浜田入港 

３１日（月） 神海丸浜田出港 

 

※１９日から中間試験が始まります。 

試験に備えてしっかり勉強しましょう。 

※新型コロナウイルス感染予防のため、予定行事

の中止や変更が生じる場合があります。ご了承

ください。 

月 

  海洋技術科 田部井
た べ い

 多聞
た も ん

 先生 

このたび、隠岐水産高校から赴任して 

きました。担当は、海洋技術科機関コース 

です。 

浜田水産高校では３年ぶりの勤務となり 

ます。出身は神奈川県横浜市です。隠岐水 

では、資格取得に向け頑張ってきましたので、 

浜水でも皆さんが、資格を取得できるようサポートしていきたいと

思います。 よろしくお願いします！ 

 英語 曽田
そ た

 真
しん

一郎
いちろう

 先生 

この度、松江南高校から赴任してきました、 

英語科の曽田真一郎です。 

 学生時代に卓球をしていたので、大会で何 

度か浜田を訪れたことはありますが、この地 

で働くのは初めてです。 

 浜田水産高校の皆さんと新しい出会いをとても楽しみにしていま

す。一緒に楽しく英語を学んでいきたいと思っていますので、よろ

しくお願いします。 

事務部 岩本
いわもと

 和輝
かずてる

 事務長 

このたび、江津高等学校から赴任してき 

ました。 

 今回で「水産」の文字が付く職場が 

４回目（浜田水産高等学校（２回）、松 

江水産事務所、水産振興課）になり、そ 

のこともあってか、魚料理が大好きです。 

 魚食の活性化のため、公私ともに頑張りたいと思いますので 

よろしくお願いします。 

新入生代表あいさつ 

教頭 白井
し ら い

 明
あきら

 先生 

隠岐水産高校から赴任してきました、 

白井明です。 

 ４年ぶりの浜田水産高校勤務となり 

ます。専門は栽培漁業ですが、浜田水産 

高校では食品流通科を担当していました。 

また、浜田水産高校の生徒さん、先生方と 

一緒に学んでいけることを楽しみにしています。 

 S１の「食品製造」の授業を担当しますが、他の授業や実習も

覗いて、皆さんの頑張っている姿を見たいと思っています（もち

ろん邪魔はしません）。 

よろしくお願いします。 

生徒会長あいさつ 


